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土層改良計画指針(案) 改訂要旨

１ 改訂の経緯
（１） 趣 旨

土層改良とは、農耕地の土壌の物理的欠陥を、主として土木的手段によって改良する手法

と位置付けられており、農林水産省が制定した「土地改良事業計画設計基準 計画 土層改

良」や、北海道の実態を踏まえ、北海道が平成８年度に策定した「土層改良計画指針（案）」

（以下、指針(案)という）に基づき土層改良工事を実施してきた。

しかし、農業構造が大きく変化する中、食の安全・安心を求める消費者の増加、さらには戸

別所得補償制度の導入などにより農業経営が大きく変化し、さらなる生産性の向上や品質の

確保が必要となっており、これらに応えるためよりきめ細かな整備が求められていることから北

海道の指針（案）を改訂することにした。

なお、指針（案）は、策定以降、試験研究機関などにおいて土層改良に関する調査・試験研

究によって知見の集積が進み、農家要望に即して基準の運用を図る弾力的整備が行われて

いることや、平成21年度には北海道施肥ガイドの改定が行われていることから、これらの内容を

踏まえ改訂を行った。

また、改訂に当たっては、各総合振興局・振興局の意見要望等聴き取りや意見交換を行うと

ともに試験研究機関など協力を経て、農政部農地整備部会の畑地班が中心となり策定した。

（２） 主要改訂事項

① 北海道施肥ガイド２０１０の土壌診断基準との整合

② 新たな調査や知見を踏まえた事例の掲載

③ 調査手順や項目、計画の手順を追加

④ 新たな試験研究や通達等の追加

⑤ 土層改良計画Ｑ＆Ａの追加

⑥ 土層改良計画実績一覧表の追加

２ 本指針の構成
（１） 指 針

１）主 文～土層改良の計画及び実施に際し、尊重すべき基準的事項を明文化し、□内

に入れている。

２）解 説～主文の内容をさらに詳しく、その運用などについて解説している。

３）参 考～解説を補足し、参考事例などについて記述している。

４）字句説明～必要に応じ、各ページ下段に記述している。

（２） 参考資料

土層改良の計画及び実施に当たって、必要と思われる知識や通達等を資料として参考に掲

載している。
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運搬した
用土をほ
場に一時
堆 積 す
る。

堀 削

Ａ　搬入客土

改良目標

堆 積

（参　考）　 土層改良工法の作業内容

客入土の
条件を満
たす用土
を能率良
く 掘削 し
て 、運搬
機械に積
み込む。

内　容

積 込 み

土取場か
らほ場ま
で運搬す
る。

一時堆積
した用土
をほ場内
に運搬す
る。

北海道において主として実施されている土層改良工法について、作業内容等を示す。

条件によって必要
とされる工程

積 込 み

小 運 搬

砕 土

資材散布

表４－４による

ほ 場 内
運 搬 放下整理

マニュア
スプレッタ

堆積した
用土を概
ねほ場に
均等に分
散する。

湿地ブル
ドｰザ

通常の工程

土壌改良

ロータリｰ
ティラ

作土の土
壌の性質
に よ って
土壌改良
資材の施
用を行う。

混 和

ディスク
ハロｰ

在来土と
客入土を
砕土、混
和する。

小 運 搬

作　業

・ 作土厚の改良～水田単作１５cm、田畑輪換、永久畑２５cm

・ 理学性の改良～表４－１、表４－２による

ダンプ
トラック

湿地ブル
ドｰザｰ

適　用

バックホウ ダンプ
トラック

積込機械

機　械

搬入客土

ダンプトラック
（10t積）

ダンプトラック
（10t積）

積 込 み

堀 削

バックホウ

（1.2m
3
級）

模式図

［施工例］

ステァアップロｰタリｰライムソアブルドｰザ
（13t湿地）

放下整理

（リン酸資材）

混 和

砕 土

ｽｸﾚｰﾌﾟﾄﾞｰｻﾞｰorﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ

積込機械＋特装運搬車

（施工前）

耕土が浅
い、理化学
性が適正で
はない、地
耐力がない
など

大 運 搬 ほ 場 内

資材散布

（酸性矯正資材）

土壌改良

ライムソア

耕土深が確保、適
正な作土が確保

堆 積

（施工後）

スクレｰプ
ドｰザｰ

ステァアップ
ロｰタリー

積 込 み

28













表４－７（参考）による

Ｇ　心土改良

適　用 （ｶﾙﾁﾀｲﾝ付き）ブルドｰザ

前 作 業

内　容

レｰキドｰザ

効率の良い改
良耕起のため
に、予め障害
物の除去や地
表面の整地を
行ったり不良な
表土を除去す
る。

計画耕深を一
定にしながら心
土が作土に混
合し ない よ う
に、心土を耕
起すると同時
に、土壌改良
資材を投入す
る。

改良目標

模式図

投　　　　入

ロｰタリｰティラマニュアスプレッタ

バックホウ機　械 ステァアップロｰタリｰ

作土

（膨軟な心土）(堅密な心土)

整 地

ライムソア

改 良 耕 起

土壌改良資材投入

改良耕起後の
表層を整地・砕
土・混和する。

耕起後の土壌
の性質によっ
て、土壌改良
資材の施用を
行う。

土壌改良資材

（ｶﾙﾁﾀｲﾝ付き）

ディスクハロｰ心土改良耕プラウ

（ｔ＝15㎝）

有機質資材　木質系

（疎水材として）

心土

［施工例］

心土

整 地

（施工後）（施工前）

土壌改良資材等

作　業

ディスクハロｰ

作土

砕土・混和
等 の 施 用

心土改良耕プラウ

通常の工程

条件によって必要
とされる工程

ディスクハロｰ

改良耕起後の
表層を整地す
る。

（作土　25㎝）
（心土　30㎝）

同時 土壌改良資材投入

（ｔ＝55㎝）

改 良 耕 起

34
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［施工例］

石 礫 を破
砕する。

マニュア
スプレッタ

（施工後）

模式図

混 和

ロータリｰ
ティラｰ

ディスク
ハロｰ

ステァアップ
ロｰタリｰ

石礫が多
い大きい

石礫破砕採 礫

改良深内
の石礫をク
ラッシャー
の作業深
内に集め、
破砕作業
効率 を向
上させる。

（直装式）

通常の工程

条件によって必要
とされる工程

表４－９（参考）による

・ 物理性～作土の礫含有率５％未満

(直装式)

ヘビーカルチベータ

リ ッ ピ ン グ

ステァアップロｰタリｰ

混 和

砕 土

採 礫

ストーンクラッシャーストーンディガー

(直装式)

作　業 リッピング

内　容

石礫含有
土層 を地
表 か ら 30
㎝以上の
深さまで、
弛緩させ、
採 礫 を容
易にする。

前 作 業

石礫破砕
後の作土
の性質に
応じ、土壌
改良資材
の施 用 を
行う。

ストｰン
ディガｰ

マニュアスプレッタ

土 壌 改 良

資 材 散 布

（有機質　木質系）

ヘビｰカルチ
ベｰタ

石 礫 破 砕

支障の無い
石礫の大きさ

（施工前）

レｰキドｰザ

（直装式）
機　械

ストｰン
クラッシャｰ

Ｋ　除礫　クラッシング

適　用

すきとりな
ど の 前作
業

砕 土

土壌改良
資材の混
和を行う。

ライムソア

資材散布

土壌改良

※主として風化の進んだ溶結凝灰岩に適応し、低地土のいわゆる「生き石」には適さない。

改良目標
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